




















ってよいであろう zちつまり， J二の分類Bにおいては， “t己日をmし、た文とそ
うでない文は，t法密な意味においてではないであろうが，同信のものと考えら
れてし、るわけ伽であるつ本稿で、は， もっぱら， B および C~こ関連して3 “把"を
介況であると考えてをすふめてゆくことになるであろう













なしていると考え， これに到して， Tba (把挺形〉を泊jこけしJたものが(2)であり 9
されなかったものが(めであると考えるわけhで、ある。なおラ把銭形vl
U!?ヲ~
I I I ì~ 
(3)のよう らなりう (4)のような構造記述 (SD)，杭治犯化 (S
C)で表わされるc
3) BAI活力n 4) S D: X V N P Y 
N P 1 2 3 4 optiり山1_->-
S C: 1 (sA3) 2 o 4 
(4)のSD，S Cによりラ
な文を表わす〉
















































































有預備的酒_j(11安定〉ともとれる O つまり，有定無定の markerのなし、「沼!
という形式で，両方の意味を表現しうるわけで、ある。又仰は， IpJ様の形式を
“の後のNPがとりながら， 2 ・ 2 で言及したように，主1~10に有定である。
さらに闘は，無定とされる数量限定お!の伊jであるが，ここでは“把日の後にあ






























20) すん ~II J収j::1!5ζ~'<. j ~--~ 'fiu "U_ 0 














ばよいことになろうっこの定式化は結局， VP における NP の版街下位[~
分を行うこと り，“1:B"~こより j定HíJさ hる NP ヵ:どのようなをとるカ:.vi ，
NP が支配されている VP における Vの Tba に i却する有数な下位I;:~~~~分にまっ
たく依ることになるうつまり例(16)(18)ω仰のように「結果沼]をNPとして
とるようなVを殻に果動詞!とでも名づけておけば，これは Tbavこ闘して






その兵的な定式化は， (~4)により Md をもっNP はi奈かれ，さらに冒頭で述
べたA類のV(こ関しては，すでにレキシコンに記7哉されている [-BAJでTba
の遁用不可能は切らかであるから，その他のたとえば[ぷ!;果動詞Jに到して，
23) V result.->. D J/ただし Vresultは Complement(補のを
Ci:l: 8 
とらないr
( 21 ) 


































( 22 ) 
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文にするには， S2の上郊の Slのサイクノしで Tbaを適用し，ここから，
27)川我把迭封信治的l若君。
を派生し， これが紛の“把口 j詩文になるわけである。この Tbaをふり返ってみ





28) Tbaは upward(上方)downward (下方)boundingをもっO
( 23 ) 









30) S D: X V (N P) N P Y 
Tbaのために，紛のよう
1 2 3 4 5 OJ，ti∞ 



















( 24 ) 
中一1Ql提前(:!0_l(く現代決J前日法探索>p.127)としているO

















































































54) i) S ~N P十VP(F) 
ii) N Pーム (DET) (S)N 
と詰切に結合しており，
ii) Vp--'-V (NP) (NP) (S) (Pl氾p-Phrase)










5釦7わ) xγ、NP "p P"B臥A九心-
“勺;把己rη字匂にi関;沼3してはラその構造のれさからか? しばしば注目され，多くの











が， ここではこれらについては論じなし、これらの動認は 3 たとえば syntacticfe-
autureとしてのようなものが，他の諸特徴とともにレキシコンに記載さ
れることになるであろう c
2 ] J，{4'JS1を治すt'Lt形i認は，不要な部分は省略して書く。 以下の!盟におし、ても間接。
Cit 3 J 架京法 j三jt“把"と?こ勾J{~苦言与さ論議 j No.2 1958， pp 105-106のf9U文と解標。
[it 4 J Iあの， t刊のラグダJという言い方は， コンテキストのなかで， さまざまな兵器
的解轄を持つC たとえば「張三のいな〈なったラクダJr張三が見たというコブの
つあるラクタJ等々 。
5 詳しL、議論について{人!京間信一「稿文と意味J《言語}1973， 2. pp.2-10 
[it 6 J 例文:口、ずれも，梨東漠，前掲書 p.102 
Ut7J [91]文:LJifjtf“把日字句手u“被"字句)1959. 1司書 p.17に次のような記述が
あり，ネ;稿の r結果賓話Jという鮫稲は，ここに負っているoI這些賓詰所代表的






[rt 9 J 以 j二のように，基底部にjIJ!g~ tI':Jな[土 dìfìnìte ]のような{症を設定することは有数
性があると忠われる Anne.Y. Hashimoto {Mandarin Syntactic Structuresp 
では)土DJのほかに[ゆ](zero)を設定し generic なものを表わすとしてい
るのこの[ゆ〕は Topicalization(話題化謎形〉にとって有数であろう。












Ctt11J 望月八十古 j-uコ給JについてJ{~英語文 j去の研究>) 1971.所)1丸 pp.73----88
G主12J 認月八十古「中 !~~1誌の『はめこみ構造リ Iìíj指 ìl'}}JrJI丸 p.23
〔注13J Chomsky {Aspects of the Theory of Syntaxt lD65 pp.10----15多石
u主14) ;71!奴ヨfl i-jl~字 J!l法的研究J (G英語話法論文史>)1955 }Ir J!女， pp.133---134より iJI JlJ 0
日t(;はこれらを「保留資話j と呼んでいるつ
〔江詑~15J f，i伺例1J 文交文:~争納i的カ{与1~ (は土岩;波皮i中jヤド1悶誌詰針f典よ りのヲ引i月別jでぎおちFう〉 り， (む1時附9引j以ユ一下iドごむω古支でで、:に土， :1太ミ(1、王1引f日山L口口.l民[
“1主給会r円つ“Ft'lf行i込法三主論命架》 第二朱 Gl詰活文?金佐編j所7苛卯?ドj牧i投う文Cο)1955， pト.13ω9 Jよ:りiJ1)干J: なお納rも不
自然さ"と浅るとし、う。
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